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(57)【要約】
【課題】非接触入力において、誤動作を低減し、操作性
を高めることである。
【解決手段】表示部１０７を備え、医用画像を表示部１
０７の表示画面に表示する医用画像表示装置としての超
音波診断装置Ｕである。超音波診断装置Ｕは、情報の入
力を受け付ける第１入力部１１１と、第１入力部１１１
により入力された入力情報が第１の所定の条件を満たす
か否かを判定する制御部１０８と、非接触の情報の入力
を受け付ける第２入力部１１２と、を備える。制御部１
０８は、第１の所定の条件を満たすと判定された場合に
、第２入力部１１２により入力された入力情報に対応す
る機能を実行する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部を備え、医用画像を前記表示部の表示画面に表示する医用画像表示装置であって
、
　情報の入力を受け付ける第１入力部と、
　前記第１入力部により入力された入力情報が第１の所定の条件を満たすか否かを判定す
る判定部と、
　非接触の情報の入力を受け付ける第２入力部と、
　前記第１の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力部により入力された
入力情報に対応する機能を実行する第１制御部と、を備える医用画像表示装置。
【請求項２】
　前記第１制御部は、前記第１の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力
部により入力された入力情報をパターン認識し、認識結果に対応する機能を実行する請求
項１に記載の医用画像表示装置。
【請求項３】
　前記第１入力部は、非接触の情報の入力を受け付ける請求項１又は２に記載の医用画像
表示装置。
【請求項４】
　前記第１入力部は、前記医用画像表示装置から操作者までの距離情報を測定し、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された距離情報が、所定の距離以上である第
１の所定の条件を満たすか否かを判定する請求項３に記載の医用画像表示装置。
【請求項５】
　前記第１入力部は、操作者の視線情報の入力を受け付け、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された視線情報の視線方向が、前記表示画面
内にある第１の所定の条件を満たすか否かを判定する請求項３に記載の医用画像表示装置
。
【請求項６】
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された視線情報の視線方向が、前記表示画面
内の操作対象とは異なる条件入力領域にある第１の所定の条件を満たすか否かを判定する
請求項５に記載の医用画像表示装置。
【請求項７】
　前記第２入力部は、操作者の視線情報の入力を受け付ける請求項１から６のいずれか一
項に記載の医用画像表示装置。
【請求項８】
　前記第２入力部は、操作者の音声情報の入力を受け付ける請求項１から６のいずれか一
項に記載の医用画像表示装置。
【請求項９】
　音声を出力する第１音声出力部を備え、
　前記第１制御部は、前記第２入力部により入力された操作者の音声情報が前記第１の所
定の条件を満たすと判定された場合に、前記第１音声出力部から出力される音声の音量を
低減する請求項８に記載の医用画像表示装置。
【請求項１０】
　前記第２入力部は、操作者のジェスチャー情報の入力を受け付ける請求項１から６のい
ずれか一項に記載の医用画像表示装置。
【請求項１１】
　操作者の視線情報の入力を受け付ける第３入力部を備え、
　前記判定部は、前記第２入力部により入力された入力情報に対応する機能の実行後に、
前記第３入力部により入力された視線情報の視線方向が、前記表示画面内にある第２の所
定の条件を満たすか否かを判定し、
　前記第１制御部は、前記第２の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力
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部の入力に応じた機能を実行した旨の表示情報を前記表示部に表示する請求項１から１０
のいずれか一項に記載の医用画像表示装置。
【請求項１２】
　音声を出力する第２音声出力部を備え、
　前記第１制御部は、前記第２の所定の条件を満たさないと判定された場合に、前記第３
入力部の入力に応じた機能を実行した旨の音声を前記第２音声出力部から出力する請求項
１１に記載の医用画像表示装置。
【請求項１３】
　超音波を送受信する超音波探触子に駆動信号を入力する送信部と、
　被検体に反射された超音波に応じた受信信号を前記超音波探触子から取得する受信部と
、
　前記受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記生成された超音波画像データを前記表示部の表示画面に表示する第２制御部と、を
備える請求項１から１２のいずれか一項に記載の医用画像表示装置。
【請求項１４】
　超音波を送受信する超音波探触子に駆動信号を入力する送信部と、
　被検体に反射された超音波に応じた受信信号を前記超音波探触子から取得する受信部と
、
　前記受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記生成された超音波画像データを前記表示部の表示画面に表示する第２制御部と、を
備え、
　前記第１入力部は、前記超音波探触子の走査に関する情報の入力を受け付け、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された走査に関する情報が、走査中を示す第
１の所定の条件を満たすか否かを判定する請求項１から３、７から１２のいずれか一項に
記載の医用画像表示装置。
【請求項１５】
　医用画像を表示画面に表示する医用画像表示装置の非接触入力方法であって、
　情報の入力を受け付ける第１入力工程と、
　前記第１入力工程により入力された入力情報が第１の所定の条件を満たすか否かを判定
する判定工程と、
　非接触の情報の入力を受け付ける第２入力工程と、
　第１の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力工程により入力された入
力情報に対応する機能を実行する制御行程と、を含む非接触入力方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医用画像表示装置及び非接触入力方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波探触子を患者などの被検体の対象部位に当てることで、被験
体内の構造をリアルタイムに観察することのできる装置である。そこで問題となっている
のが、操作者は、一方の手で超音波探触子を操作し、もう一方の手でコンソール（コント
ロールパネル）を操作する必要があるため、操作者の両手が塞がれてしまう点である。そ
の結果、診断に適切なスキャン結果を得るために、操作者は片手を固定しつつ、体をひね
ったり、傾倒させたりする必要があった。
【０００３】
　このため、目の動き検出動作モードを入力ボタンにより起動すると、操作者の瞳孔を検
出することにより目の開閉状態を検出し、フリーズや保存などを行うことができる超音波
診断装置が知られている（特許文献１参照）。片目を閉じる、両目を素早く２回閉じるな
どの検出に応じて、フリーズ操作を行える。
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【０００４】
　また、操作者が注視している視線位置データを取得し、その視線位置が同一領域に所定
の時間属するか否かを判定し、それらの領域データ、視線位置データからフォーカスなど
の設定条件を変更する超音波診断装置が知られている（特許文献２参照）。具体的には、
ある領域を２秒間見つめることで、その領域にフォーカスを合わせることができる。
【０００５】
　また、音声を検出するマイクなどの非接触型信号入力手段によって計測などの処理モー
ドを切り替え、トラックボールなどの接触型信号入力手段によって処理モードに応じた画
像の調整量の入力を行う医療用観測装置が知られている（特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－２３３８９６号公報
【特許文献２】特開２００７－１９５８９２号公報
【特許文献３】国際公開第２０１６／０８８４５２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１、２の超音波診断装置では、視線だけで装置に何かしらの入力を行うことが
可能であり、両手が塞がれている操作者の操作性を向上させている。しかし、入力を行う
ための動作条件が少なく、誤動作が起こりやすかった。
【０００８】
　特許文献３の医療用観測装置は、非接触型信号入力手段と接触型信号入力手段とを組み
合わせることで、より誤動作が起こりづらくなっている。しかしながら一方で、サブの操
作入力としての非接触型信号入力後に、メインの操作入力としての接触型信号入力手段を
用いらなければならないために、操作性が低下していた。
【０００９】
　本発明の課題は、非接触入力において、誤動作を低減し、操作性を高めることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の医用画像表示装置は、
　表示部を備え、医用画像を前記表示部の表示画面に表示する医用画像表示装置であって
、
　情報の入力を受け付ける第１入力部と、
　前記第１入力部により入力された入力情報が第１の所定の条件を満たすか否かを判定す
る判定部と、
　非接触の情報の入力を受け付ける第２入力部と、
　前記第１の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力部により入力された
入力情報に対応する機能を実行する第１制御部と、を備える。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の医用画像表示装置において、
　前記第１制御部は、前記第１の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力
部により入力された入力情報をパターン認識し、認識結果に対応する機能を実行する。
【００１２】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の医用画像表示装置において、
　前記第１入力部は、非接触の情報の入力を受け付ける。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の医用画像表示装置において、
　前記第１入力部は、前記医用画像表示装置から操作者までの距離情報を測定し、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された距離情報が、所定の距離以上である第
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１の所定の条件を満たすか否かを判定する。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、請求項３に記載の医用画像表示装置において、
　前記第１入力部は、操作者の視線情報の入力を受け付け、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された視線情報の視線方向が、前記表示画面
内にある第１の所定の条件を満たすか否かを判定する。
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の医用画像表示装置において、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された視線情報の視線方向が、前記表示画面
内の操作対象とは異なる条件入力領域にある第１の所定の条件を満たすか否かを判定する
。
【００１６】
　請求項７に記載の発明は、請求項１から６のいずれか一項に記載の医用画像表示装置に
おいて、
　前記第２入力部は、操作者の視線情報の入力を受け付ける。
【００１７】
　請求項８に記載の発明は、請求項１から６のいずれか一項に記載の医用画像表示装置に
おいて、
　前記第２入力部は、操作者の音声情報の入力を受け付ける。
【００１８】
　請求項９に記載の発明は、請求項８に記載の医用画像表示装置において、
　音声を出力する第１音声出力部を備え、
　前記第１制御部は、前記第２入力部により入力された操作者の音声情報が前記第１の所
定の条件を満たすと判定された場合に、前記第１音声出力部から出力される音声の音量を
低減する。
【００１９】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１から６のいずれか一項に記載の医用画像表示装置
において、
　前記第２入力部は、操作者のジェスチャー情報の入力を受け付ける。
【００２０】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１から１０のいずれか一項に記載の医用画像表示装
置において、
　操作者の視線情報の入力を受け付ける第３入力部を備え、
　前記判定部は、前記第２入力部により入力された入力情報に対応する機能の実行後に、
前記第３入力部により入力された視線情報の視線方向が、前記表示画面内にある第２の所
定の条件を満たすか否かを判定し、
　前記第１制御部は、前記第２の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力
部の入力に応じた機能を実行した旨の表示情報を前記表示部に表示する。
【００２１】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載の医用画像表示装置において、
　音声を出力する第２音声出力部を備え、
　前記第１制御部は、前記第２の所定の条件を満たさないと判定された場合に、前記第３
入力部の入力に応じた機能を実行した旨の音声を前記第２音声出力部から出力する。
【００２２】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１から１２のいずれか一項に記載の医用画像表示装
置において、
　超音波を送受信する超音波探触子に駆動信号を入力する送信部と、
　被検体に反射された超音波に応じた受信信号を前記超音波探触子から取得する受信部と
、
　前記受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
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　前記生成された超音波画像データを前記表示部の表示画面に表示する第２制御部と、を
備える。
【００２３】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１から３、７から１２のいずれか一項に記載の医用
画像表示装置において、
　超音波を送受信する超音波探触子に駆動信号を入力する送信部と、
　被検体に反射された超音波に応じた受信信号を前記超音波探触子から取得する受信部と
、
　前記受信信号から超音波画像データを生成する画像生成部と、
　前記生成された超音波画像データを前記表示部の表示画面に表示する第２制御部と、を
備え、
　前記第１入力部は、前記超音波探触子の走査に関する情報の入力を受け付け、
　前記判定部は、前記第１入力部により入力された走査に関する情報が、走査中を示す第
１の所定の条件を満たすか否かを判定する。
【００２４】
　請求項１５に記載の発明の非接触入力方法は、
　医用画像を表示画面に表示する医用画像表示装置の非接触入力方法であって、
　情報の入力を受け付ける第１入力工程と、
　前記第１入力工程により入力された入力情報が第１の所定の条件を満たすか否かを判定
する判定工程と、
　非接触の情報の入力を受け付ける第２入力工程と、
　第１の所定の条件を満たすと判定された場合に、前記第２入力工程により入力された入
力情報に対応する機能を実行する制御行程と、を含む。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、非接触入力において、誤動作を低減でき、操作性を高めることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の形態の超音波診断装置を示す概略構成図である。
【図２】超音波診断装置の機能構成を示すブロック図である。
【図３】第１の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【図４】第２の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【図５】第３の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【図６】超音波診断画面を示す図である。
【図７】第４の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【図８】第５の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【図９】第６の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　添付図面を参照して、本発明に係る実施の形態及び第１～第５の変形例を詳細に説明す
る。なお、本発明は、図示例に限定されるものではない。
【００２８】
　（実施の形態）
　図１～図５を参照して、本発明に係る実施の形態を説明する。まず、図１、図２を参照
して、本実施の形態の装置構成を説明する。図１は、本実施の形態の超音波診断装置Ｕを
示す概略構成図である。図２は、超音波診断装置Ｕの機能構成を示すブロック図である。
【００２９】
　医用画像表示装置としての超音波診断装置Ｕは、病院などの医療施設の診察室などに設
置される。図１に示すように、超音波診断装置Ｕは、超音波診断装置本体１と、超音波探
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触子２と、コントロールパネル（コンソール）１０１と、表示部１０７と、を備える。
【００３０】
　超音波探触子２は、生体などの被検体に対して超音波（送信超音波）を送信するととも
に、この被検体で反射した超音波の反射波（反射超音波：エコー）を受信する。超音波診
断装置本体１は、超音波探触子２とケーブル３を介して接続され、超音波探触子２に電気
信号の駆動信号を送信することによって超音波探触子２に被検体に対して送信超音波を送
信させるとともに、超音波探触子２にて受信した被検体内からの反射超音波に応じて超音
波探触子２で生成された電気信号である受信信号に基づいて被検体内の内部状態を超音波
画像として画像化する。
【００３１】
　超音波探触子２は、圧電素子からなる振動子を備えており、この振動子は、例えば、方
位方向に一次元アレイ状に複数配列されている。本実施の形態では、例えば、１９２個の
振動子を備えた超音波探触子２を用いている。なお、振動子は、二次元アレイ状に配列さ
れたものであってもよい。また、振動子の個数は、任意に設定することができる。また、
本実施の形態では、超音波探触子２について、リニア走査方式の電子スキャンプローブを
採用したが、電子走査方式あるいは機械走査方式の何れを採用してもよく、また、リニア
走査方式、セクター走査方式あるいはコンベックス走査方式の何れの方式を採用すること
もできる。
【００３２】
　また、超音波探触子２は、ケーブル３を介して超音波診断装置本体１に接続される有線
通信方式のものとして説明するが、これに限定されるものではなく、ＵＷＢ（Ultra Wide
 Band）などの無通信方式のものとしてもよい。
【００３３】
　コントロールパネル１０１は、医師、技師などの操作者からの操作入力を受け付ける入
力デバイスであり、各種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス、キーボードなどを
備える。また、超音波診断装置Ｕは、コントロールパネル１０１による操作者の体の一部
（例えば、指）のデバイスへの接触により各種入力を受け付ける接触式の操作入力（接触
入力）だけでなく、後述するように、操作者の体のデバイスへの接触を伴わない非接触式
の操作入力（非接触入力）が可能である。
【００３４】
　表示部１０７は、超音波画像を含む表示画面の表示情報の表示を行う。
【００３５】
　図２に示すように、超音波診断装置本体１は、例えば、送信部１０２と、受信部１０３
と、画像生成部１０４と、画像処理部１０５と、ＤＳＣ（Digital Scan Converter）１０
６と、表示部１０７と、判定部、第１制御部、第２制御部としての制御部１０８と、記憶
部１０９と、第１音声出力部、第２音声出力部としての音声出力部１１０と、第１入力部
１１１と、第２入力部１１２と、を備える。
【００３６】
　コントロールパネル１０１は、例えば、診断開始を指示するコマンドや被検体の個人情
報などのデータの入力などを受け付け、入力された操作信号を制御部１０８に出力する。
【００３７】
　送信部１０２は、制御部１０８の制御に従って、超音波探触子２にケーブル３を介して
電気信号である駆動信号を供給して超音波探触子２に送信超音波を発生させる回路である
。また、送信部１０２は、例えば、クロック発生回路、遅延回路、パルス発生回路を備え
る。クロック発生回路は、駆動信号の送信タイミングや送信周波数を決定するクロック信
号を発生させる回路である。遅延回路は、駆動信号の送信タイミングを振動子毎に対応し
た個別経路毎に遅延時間を設定し、設定された遅延時間だけ駆動信号の送信を遅延させて
送信超音波によって構成される送信ビームの集束を行うための回路である。パルス発生回
路は、所定の周期で駆動信号としてのパルス信号を発生させるための回路である。上述の
ように構成された送信部１０２は、例えば、超音波探触子２に配列された複数（例えば、
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１９２個）の振動子のうちの連続する一部（例えば、６４個）を駆動して送信超音波を発
生させる。そして、送信部１０２は、送信超音波を発生させる毎に駆動する振動子を方位
方向にずらすことで走査（スキャン）を行う。
【００３８】
　受信部１０３は、制御部１０８の制御に従って、超音波探触子２からケーブル３を介し
て電気信号である受信信号を受信する回路である。受信部１０３は、例えば、増幅器、Ａ
／Ｄ変換回路、整相加算回路を備えている。増幅器は、受信信号を、振動子毎に対応した
個別経路毎に、予め設定された増幅率で増幅させるための回路である。Ａ／Ｄ変換回路は
、増幅された受信信号をＡ／Ｄ変換するための回路である。整相加算回路は、Ａ／Ｄ変換
された受信信号に対して、振動子毎に対応した個別経路毎に遅延時間を与えて時相を整え
、これらを加算（整相加算）して音線データを生成するための回路である。
【００３９】
　画像生成部１０４は、制御部１０８の制御に従って、受信部１０３からの音線データに
対して包絡線検波処理や対数増幅などを実施し、ダイナミックレンジやゲインの調整を行
って輝度変換することにより、Ｂモード画像データを生成する。すなわち、Ｂモード画像
データは、受信信号の強さを輝度によって表したものである。また、画像生成部１０４は
、Ｂモード画像データの他、Ａモード画像データ、Ｍモード画像データ及びドプラ法（連
続波ドプラモード、パルスドプラモード、カラードプラモード）による画像データが生成
できるものとする。
【００４０】
　画像処理部１０５は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）などの半導体メモリ
ーによって構成された画像メモリー部１０５ａを備えている。画像処理部１０５は、制御
部１０８の制御に従って、画像生成部１０４から出力されたＢモード画像データをフレー
ム単位で画像メモリー部１０５ａに記憶する。フレーム単位での画像データを超音波画像
データ、あるいはフレーム画像データということがある。画像メモリー部１０５ａに記憶
されたフレーム画像データは、制御部１０８の制御に従って、ＤＳＣ１０６に送信される
。
【００４１】
　ＤＳＣ１０６は、制御部１０８の制御に従って、画像処理部１０５より受信したフレー
ム画像データに座標変換などを行って画像信号に変換し、表示部１０７に出力する。
【００４２】
　表示部１０７は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）デ
ィスプレイ、有機ＥＬ（Electronic Luminescence）ディスプレイ、無機ＥＬティスプレ
イ及びプラズマディスプレイなどの表示装置が適用可能である。表示部１０７は、制御部
１０８の制御に従って、ＤＳＣ１０６から出力された画像信号に従って表示画面上に画像
の表示を行う。なお、表示部１０７の表示画面上にタッチパネルが配置される構成として
もよい。タッチパネルは、操作者からのタッチ入力を受け付け、その操作信号を制御部１
０８に出力する。
【００４３】
　制御部１０８は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only M
emory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）を備え、ＲＯＭに記憶されているシステムプ
ログラムなどの各種処理プログラムを読み出してＲＡＭに展開し、展開したプログラムに
従って超音波診断装置Ｕの各部の動作を集中制御する。ＲＯＭは、半導体などの不揮発メ
モリーなどにより構成され、超音波診断装置Ｕに対応するシステムプログラム及び該シス
テムプログラム上で実行可能な、例えば、後述する第１の非接触入力処理を実行する第１
の非接触入力プログラムなどの各種処理プログラムや、ガンマテーブルなどの各種データ
などを記憶する。これらのプログラムは、コンピューターが読み取り可能なプログラムコ
ードの形態で格納され、ＣＰＵは、当該プログラムコードに従った動作を逐次実行する。
ＲＡＭは、ＣＰＵにより実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係るデータを
一時的に記憶するワークエリアを形成する。
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【００４４】
　記憶部１０９は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）などの大容量記録媒体によって
構成されており、画像処理部１０５で生成された超音波画像データなどを記憶する。
【００４５】
　音声出力部１１０は、アンプ、スピーカーなどにより構成され、制御部１０８から入力
される音声信号に従い音声出力を行う。音声出力部１１０は、例えば、ドプラモードにお
けるドプラ音などの各種音の出力、各種音声ガイド情報の音声出力を行う。
【００４６】
　第１入力部１１１は、第２入力部１１２の入力受付の条件を判定するための入力情報を
受け付ける入力部であり、入力された入力情報を制御部１０８に出力する。第２入力部１
１２は、非接触入力を受け付ける非接触式の入力部であり、入力された入力情報を制御部
１０８に出力する。図２において、第１入力部１１１、第２入力部１１２は、超音波診断
装置本体１内に設けられているが、これに限定されるものではなく、超音波診断装置本体
１外に設けられる構成としてもよい。
【００４７】
　本実施の形態において、第１入力部１１１は、超音波探触子２の動きを検出するための
検出部であり、例えば、超音波探触子２に設けられる加速度センサーであるものとして説
明する。しかし、これに限定されるものではなく、第１入力部１１１は、超音波探触子２
に設けられる角速度センサー、超音波探触子２を動かす際に操作者に押下される押しボタ
ンなどとしたり、超音波探触子２を含む被写体を撮像するカメラなどとしてもよい。
【００４８】
　また、本実施の形態において、第２入力部１１２は、操作者の視線を検出する視線検出
部であるものとする。例えば、第２入力部１１２は、近赤外線を出射する光源と、操作者
の目を撮像する撮像部とを有し、撮像部により撮像された画像データから、操作者の目の
瞳孔と光源により出射された近赤外線のプルキニエ像とを取得し、瞳孔とプルキニエ像と
の位置関係から注視点（視線）を算出する。瞳孔及びプルキニエ像の取得、視線算出は、
制御部１０８側で行われる構成としてもよい。
【００４９】
　つぎに、図３を参照して、本実施の形態における超音波診断装置Ｕの動作を説明する。
図３は、第１の非接触入力処理を示すフローチャートである。
【００５０】
　第１の非接触入力処理は、超音波探触子２の移動が所定の条件を満たすことに応じて、
非接触入力として、視線による入力を受け付ける処理である。超音波診断装置Ｕにおいて
、例えば、電源がオン入力されたこと又は前回の第１の非接触入力処理が終了したことを
トリガーとして、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された第１の非接触入力プログラムに従
い、第１の非接触入力処理を実行する。第１の非接触入力処理の実行中には、超音波診断
装置Ｕにおいて、コントロールパネル１０１を介する操作者からの入力に応じて、超音波
画像データが生成され、表示部１０７に表示されるものとする。
【００５１】
　図３に示すように、まず、制御部１０８は、加速度センサーである第１入力部１１１か
ら超音波探触子２の加速度情報を入力情報として取得し、当該入力情報から超音波探触子
２の移動情報を算出して検出（取得）する（ステップＳ１１）。なお、ステップＳ１１に
おいて、第１入力部１１１が角速度センサーである場合にも、入力情報として角速度情報
から超音波探触子２の移動情報が算出される。また、第１入力部１１１が超音波探触子２
の移動時の押しボタンである場合に、押しボタンの押下情報が、超音波探触子２の移動情
報となる。また、第１入力部１１１が撮像部である場合に、撮像された画像データの超音
波探触子２のパターン認識による画像解析により、超音波探触子２の移動情報が算出され
る。
【００５２】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ１１で検出した超音波探触子２の移動情報が、移
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動中であり（又は所定の移動パターンを満たし）超音波探触子２が走査中であるという所
定の条件を満たすか否かにより、超音波探触子２が移動して走査中であるか否かを判定す
る（ステップＳ１２）。ここでは、操作者が超音波探触子２を移動させ走査中であること
が、走査中における視線による非接触入力を行うための所定の条件とする。
【００５３】
　超音波探触子２が走査中でない場合（ステップＳ１２；ＮＯ）、ステップＳ１１に移行
される。超音波探触子２が走査中である場合（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、制御部１０８
は、第２入力部１１２から操作者の視線の入力情報を取得し、当該入力情報から操作者の
視線方向の情報を算出してパターン認識し、視線方向の認識情報を検出（取得）する（ス
テップＳ１３）。ここでは、例えば、操作者が、表示部１０７に表示された各種機能を受
け付ける表示ボタンを所定時間凝視するパターンにより、当該表示ボタンをクリックする
非接触式の操作入力が可能であるものとする。表示ボタンには、クリックにより実行する
機能が割り当てられている。視線による入力のパターンは、視線方向の表示ボタンのクリ
ックに限定されるものではなく、視線方向へのポインタの移動、視線方向の所定の動き又
は視線有無（瞬きの回数や間隔）などとしてもよい。視線による入力に応じた各種機能は
、フリーズ実行、フォーカス操作などである。例えば、フリーズ入力の表示ボタンが視線
入力によりクリックされると、フリーズが実行される。
【００５４】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ１３で検出した視線方向の認識情報から、視線に
よる入力があるか否かを判定する（ステップＳ１４）。視線による入力がない場合（ステ
ップＳ１４；ＮＯ）、ステップＳ１１に移行される。視線による入力がある場合（ステッ
プＳ１２；ＹＥＳ）、制御部１０８は、ステップＳ１３に検出した視線方向の認識情報か
ら、視線による入力を受け付け、当該視線方向の認識情報に応じた機能を実行し（ステッ
プＳ１５）、第１の非接触入力処理を終了する。
【００５５】
　以上、本実施の形態によれば、超音波診断装置Ｕは、表示部１０７を備え、医用画像と
しての超音波画像データを表示部１０７の表示画面に表示する。超音波診断装置Ｕは、情
報の入力を受け付ける第１入力部１１１と、第１入力部１１１により入力された入力情報
が所定の条件を満たすか否かを判定する制御部１０８と、非接触の情報の入力を受け付け
る第２入力部１１２と、を備え、制御部１０８は、所定の条件を満たすと判定された場合
に、第２入力部１１２により入力された入力情報に対応する機能を実行する。
【００５６】
　このため、所定の条件を満たす場合に非接触入力を受け付けるので、非接触入力におい
て、誤動作を低減でき、最終的にメインの操作入力となる非接触入力を行うので、操作性
を高めることができる。
【００５７】
　また、超音波診断装置Ｕは、超音波を送受信する超音波探触子２に駆動信号を入力する
送信部１０２と、被検体に反射された超音波に応じた受信信号を超音波探触子２から取得
して音線データを生成する受信部１０３と、音線データから超音波画像データを生成する
画像生成部１０４とを備える。制御部１０８は、生成された超音波画像データを表示部１
０７の表示画面に表示する。このため、被検体を超音波探触子２で走査して超音波画像デ
ータを生成して表示できる。
【００５８】
　また、制御部１０８は、第１入力部１１１により入力された入力情報が所定の条件を満
たすと判定された場合に、第２入力部１１２により入力された入力情報をパターン認識し
、認識結果に対応する機能を実行する。このため、第２入力部１１２による非接触入力を
正確に行うことができる。
【００５９】
　また、第１入力部１１１は、加速度センサーである場合に、非接触の情報の入力を受け
付ける。このため、操作者が接触入力を行うことなく、操作性をより高めることができる
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。
【００６０】
　また、第１入力部１１１は、超音波探触子２の走査に関する超音波探触子２の移動情報
の入力を受け付ける。制御部１０８は、第１入力部１１１により入力された超音波探触子
２の移動情報が、移動中であり超音波探触子２が走査中であるという所定の条件を満たす
か否かを判定する。このため、超音波探触子２が走査中である場合に、非接触入力を受け
付け、誤動作をより低減でき、操作性をより高めることができる。
【００６１】
　また、第２入力部１１２は、操作者の視線情報の入力を受け付ける。このため、操作者
の手が塞がった状態や、コントロールパネル１０１に手が届かない状態でも、操作者が視
線により非接触入力を行うことができ、操作性を高めることができる。
【００６２】
　なお、本実施の形態において、第１入力部１１１が超音波探触子２の移動を検出する加
速度センサーなどとし、検出された移動情報から超音波探触子２が走査中であるか否かが
判定される構成としたが、これに限定されるものではない。例えば、受信部１０３に入力
される受信信号、受信部１０３から出力される音線データ又は画像生成部１０４から出力
される超音波画像データからは、超音波探触子２が被検体を走査中であるか否かを判定可
能である。このため、制御部１０８は、ステップＳ１１において、受信信号、音線データ
又は超音波画像データを取得して超音波探触子２が走査中であることを検出し、ステップ
Ｓ１２において、検出結果に応じて超音波探触子２が走査中であるか否かを判定する構成
としてもよい。この構成では、受信部１０３、画像生成部１０４が、第１入力部１１１と
して機能する。
【００６３】
　（第１の変形例）
　図４を参照して、上記実施の形態の第１の変形例を説明する。図４は、第２の非接触入
力処理を示すフローチャートである。
【００６４】
　本変形例では、上記実施の形態と同様に、装置構成として超音波診断装置Ｕを用いるも
のとする。ただし、制御部１０８のＲＯＭには、第１の非接触入力プログラムに代えて、
第２の非接触入力プログラムが記憶され、第１入力部１１１の構成が異なるものとする。
【００６５】
　本変形例において、第１入力部１１１は、超音波診断装置Ｕから操作者までの距離を測
定（検出）するための検出部であり、例えば、超音波診断装置本体１などに設けられる測
距部であるものとして説明する。測距部は、アクティブ方式とパッシブ方式とのものがあ
る。アクティブ方式の測距部は、赤外線などの電磁波や超音波などを送信する送信部と、
送信されて操作者などにより反射された電磁波や超音波などを受信して電気信号である受
信信号に変換する受信部と、を有し、送信に対応する受信信号に応じた距離情報を算出し
て制御部１０８に出力する。パッシブ方式の測距部は、撮像部を備え、位相検出方式や、
コントラスト検出方式などにより、撮像した画像データから距離を算出して制御部１０８
に出力する。
【００６６】
　つぎに、図４を参照して、本変形例における超音波診断装置Ｕの動作を説明する。
【００６７】
　第２の非接触入力処理は、超音波診断装置Ｕから操作者までの距離が所定の条件を満た
すことに応じて、非接触入力として、視線による入力を受け付ける処理である。超音波診
断装置Ｕにおいて、例えば、電源がオン入力されたこと又は前回の第２の非接触入力処理
が終了したことをトリガーとして、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された第２の非接触入
力プログラムに従い、第２の非接触入力処理を実行する。
【００６８】
　図４に示すように、まず、制御部１０８は、第１入力部１１１から、超音波診断装置Ｕ
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から操作者までの距離の入力情報を取得し、距離情報として検出（取得）する（ステップ
Ｓ２１）。そして、制御部１０８は、ステップＳ１１で検出した超音波診断装置Ｕから操
作者までの距離情報が所定距離以上離れているか否かを判定する（ステップＳ２２）。所
定距離は、操作者が超音波診断装置Ｕ（のコントロールパネル１０１）に手が届かない最
短距離である。ここでは、操作者が超音波診断装置Ｕから所定距離以上離れていることが
、操作者がコントロールパネル１０１に手が届かなく、視線による入力が有効になるため
、視線による非接触入力を行うための所定の条件とする。
【００６９】
　操作者が所定距離より離れていない場合（ステップＳ２２；ＮＯ）、ステップＳ２１に
移行される。操作者が所定距離より離れている場合（ステップＳ２２；ＮＯ）、制御部１
０８は、ステップＳ２３を実行する。ステップＳ２３～Ｓ２５は、図３のステップＳ３３
～Ｓ３５と同様である。
【００７０】
　以上、本変形例によれば、第１入力部１１１は、超音波診断装置から操作者までの距離
情報を測定する。制御部１０８は、第１入力部１１１により入力された距離情報が、所定
の距離以上である所定の条件を満たすか否かを判定する。このため、接触入力を行うこと
なく、操作性をより高めることができる。
【００７１】
　（第２の変形例）
　図５、図６を参照して、上記実施の形態の第２の変形例を説明する。図５は、第３の非
接触入力処理を示すフローチャートである。図６は、超音波診断画面４００を示す図であ
る。
【００７２】
　本変形例では、上記実施の形態と同様に、装置構成として超音波診断装置Ｕを用いるも
のとする。ただし、制御部１０８のＲＯＭには、第１の非接触入力プログラムに代えて、
第３の非接触入力プログラムが記憶され、第１入力部１１１の構成が異なるものとする。
【００７３】
　本変形例において、第１入力部１１１は、第２入力部１１２と同様に、操作者の視線方
向を検出する非接触式の視線検出部であるものとする。このため、第１入力部１１１が、
第２入力部１１２を兼ねる構成としてもよい。
【００７４】
　つぎに、図５、図６を参照して、本変形例における超音波診断装置Ｕの動作を説明する
。
【００７５】
　第３の非接触入力処理は、操作者の視線が所定の条件を満たすことに応じて、非接触入
力として、視線による入力を受け付ける処理である。超音波診断装置Ｕにおいて、例えば
、電源がオン入力されたこと又は前回の第３の非接触入力処理が終了したことをトリガー
として、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された第３の非接触入力プログラムに従い、第３
の非接触入力処理を実行する。
【００７６】
　図５に示すように、まず、制御部１０８は、第１入力部１１１から操作者の視線の入力
情報を取得し、当該入力情報から操作者の視線方向の情報を算出して検出（取得）する（
ステップＳ３１）。ステップＳ３１では、例えば、図６に示す超音波診断画面４００が表
示部１０７に表示されるものとする。超音波診断画面４００は、超音波画像表示領域４０
１と、表示ボタン４０２と、条件入力領域４０３とを有する。超音波画像表示領域４０１
は、送信部１０２、受信部１０３、画像生成部１０４、画像処理部１０５により生成され
た超音波画像データを表示する領域である。表示ボタン４０２は、各種機能を受け付ける
操作対象としての表示ボタンであり、操作者の視線方向を表示ボタン４０２に合わせるこ
とにより、当該表示ボタン４０２をクリックする非接触式の操作入力が可能である。条件
入力領域４０３は、操作者の視線方向を条件入力領域４０３に合わせることにより、表示
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ボタン４０２などの視線による操作入力が可能となる条件の入力を受け付ける領域である
。このように、表示ボタン４０２と条件入力領域４０３とは、異なる領域に配置されてい
る。
【００７７】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ３１で検出した視線方向の情報から、超音波診断
画面内の条件入力領域への所定時間の視線による入力があるか否かを判定する（ステップ
Ｓ３２）。条件入力領域への視線による入力がない場合（ステップＳ３２；ＮＯ）、ステ
ップＳ３１に移行される。条件入力領域への視線による入力がある場合（ステップＳ３２
；ＹＥＳ）、制御部１０８は、ステップＳ３３を実行する。ステップＳ３３～Ｓ３５は、
図３のステップＳ１３～Ｓ１５と同様である。
【００７８】
　以上、本変形例によれば、第１入力部１１１は、操作者の視線情報の入力を受け付ける
。制御部１０８は、第１入力部１１１により入力された視線情報の視線方向が、表示部１
０７の表示画面内にある所定の条件を満たすか否かを判定する。このため、操作者が接触
入力を行うことなく、操作性をより高めることができる。
【００７９】
　また、制御部１０８は、第１入力部１１１により入力された視線情報の視線方向が、表
示部１０７に表示された超音波診断画面４００内の操作対象の表示ボタン４０２とは異な
る条件入力領域４０３にある所定の条件を満たすか否かを判定する。このため、視線によ
る入力において、誤動作をより確実に防ぐことができるとともに、操作性をより高めるこ
とができる。
【００８０】
　（第３の変形例）
　図７を参照して、上記実施の形態の第３の変形例を説明する。図７は、第４の非接触入
力処理を示すフローチャートである。
【００８１】
　本変形例では、上記実施の形態と同様に、装置構成として超音波診断装置Ｕを用いるも
のとする。ただし、制御部１０８のＲＯＭには、第１の非接触入力プログラムに代えて、
第４の非接触入力プログラムが記憶され、第１入力部１１１及び第２入力部１１２の構成
が異なるものとする。
【００８２】
　本変形例において、第１入力部１１１は、第２の変形例と同様に、操作者の視線方向を
検出する非接触式の視線検出部であるものとする。本変形例において、第２入力部１１２
は、操作者の音声を検出する音声検出部であるものとする。例えば、第２入力部１１２は
、超音波診断装置本体１などに設けられたマイクを有し、マイクを介して入力された音声
情報を制御部１０８に出力する。本変形例では、操作者の音声情報を非接触式の操作入力
とする。
【００８３】
　つぎに、図７を参照して、本変形例における超音波診断装置Ｕの動作を説明する。
【００８４】
　第４の非接触入力処理は、操作者の視線が所定の条件を満たすことに応じて、非接触入
力として、音声による入力を受け付ける処理である。超音波診断装置Ｕにおいて、例えば
、電源入力されたこと又は前回の第４の非接触入力処理が終了したことをトリガーとして
、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された第４の非接触入力プログラムに従い、第４の非接
触入力処理を実行する。
【００８５】
　図７に示すように、まず、制御部１０８は、ステップＳ４１，Ｓ４２を実行する。ステ
ップＳ４１，Ｓ４２は、図５のステップＳ３１，Ｓ３２と同様である。なお、本変形例で
は、視線とは異なる音声による入力を行うため、条件入力領域は、表示部１０７の表示画
面全体などとしてもよい。
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【００８６】
　条件入力領域への視線による入力がある場合（ステップＳ４２；ＹＥＳ）、制御部１０
８は、音声出力部１１０からの出力音声の音量を低減し、第２入力部１１２から操作者の
音声情報を取得し、取得した音声情報をパターン認識することにより、音声認識情報を検
出（取得）する（ステップＳ４３）。ここでは、操作者が、予め設定された音声パターン
を発声することで、当該音声パターンに対応する機能を実行できるものとする。音声出力
部１１０からの出力音声は、例えば、連続波ドプラモード又はパルスドプラモードにおけ
るドプラ音や、各種音声ガイダンスである。音声出力部１１０からの出力音声の音量を低
減することにより、第２入力部１１２による音声入力及び音声のパターン認識をより正確
にしている。
【００８７】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ４３で検出した音声認識情報から、音声による入
力があるか否かを判定する（ステップＳ４４）。音声による入力がない場合（ステップＳ
４４；ＮＯ）、ステップＳ４１に移行される。音声による入力がある場合（ステップＳ４
４；ＹＥＳ）、制御部１０８は、ステップＳ４３に検出した音声認識情報により、音声に
よる操作入力を受け付け、当該操作入力の音声認識情報に応じた機能を実行し（ステップ
Ｓ４５）、第４の非接触入力処理を終了する。例えば、「フリーズ」の音声が入力される
と、フリーズが実行される。
【００８８】
　以上、本変形例によれば、第２入力部１１２は、操作者の音声情報の入力を受け付ける
。このため、操作者の手が塞がった状態や、コントロールパネル１０１に手が届かない状
態でも、操作者が音声により非接触入力を行うことができ、操作性を高めることができる
。
【００８９】
　また、超音波診断装置Ｕは、音声を出力する音声出力部１１０を備える。制御部１０８
は、第２入力部１１２により入力された操作者の音声情報が所定の条件を満たすと判定さ
れた場合に、音声出力部１１０から出力される音声の音量を低減する。このため、音声入
力時に妨げとなる出力音声の音量を低減するので、音声による入力を正確かつ確実に行う
ことができる。
【００９０】
　（第４の変形例）
　図８を参照して、上記実施の形態の第４の変形例を説明する。図８は、第５の非接触入
力処理を示すフローチャートである。
【００９１】
　本変形例では、上記実施の形態と同様に、装置構成として超音波診断装置Ｕを用いるも
のとする。ただし、制御部１０８のＲＯＭには、第１の非接触入力プログラムに代えて、
第５の非接触入力プログラムが記憶され、第１入力部１１１及び第２入力部１１２の構成
が異なるものとする。
【００９２】
　本変形例において、第１入力部１１１は、第２の変形例と同様に、操作者の視線方向を
検出する非接触式の視線検出部であるものとする。本変形例において、第２入力部１１２
は、操作者のジェスチャーの動画像を検出する画像検出部（撮像部）であるものとする。
例えば、第２入力部１１２は、超音波診断装置本体１などに設けられたカメラ部を有し、
操作者を撮像した動画像情報を制御部１０８に出力する。本変形例では、操作者の動画像
情報を非接触式の入力情報とする。
【００９３】
　つぎに、図８を参照して、本変形例における超音波診断装置Ｕの動作を説明する。
【００９４】
　第５の非接触入力処理は、操作者の視線が所定の条件を満たすことに応じて、非接触入
力として、音声による入力を受け付ける処理である。超音波診断装置Ｕにおいて、例えば



(15) JP 2019-130194 A 2019.8.8

10

20

30

40

50

、電源入力されたこと又は前回の第５の非接触入力処理が終了したことをトリガーとして
、制御部１０８は、ＲＯＭに記憶された第５の非接触入力プログラムに従い、第５の非接
触入力処理を実行する。
【００９５】
　図８に示すように、まず、制御部１０８は、ステップＳ５１，Ｓ５２を実行する。ステ
ップＳ５１，Ｓ５２は、図５のステップＳ３１，Ｓ３２と同様である。なお、本変形例で
は、視線とは異なるジェスチャーによる入力を行うため、条件入力領域は、表示部１０７
の表示画面全体などとしてもよい。
【００９６】
　条件入力領域への視線による入力がある場合（ステップＳ５２；ＹＥＳ）、制御部１０
８は、第２入力部１１２から操作者のジェスチャーの動画像をパターン認識などにより画
像解析し、操作者のジェスチャー情報を検出（取得）する（ステップＳ５３）。ここでは
、操作者が、予め設定されたジェスチャーパターンを行うことで、当該ジェスチャーパタ
ーンに対応する機能を実行できる。
【００９７】
　そして、制御部１０８は、ステップＳ５３で検出したジェスチャー情報から、ジェスチ
ャーによる入力があるか否かを判定する（ステップＳ５４）。ジェスチャーによる入力が
ない場合（ステップＳ５４；ＮＯ）、ステップＳ５１に移行される。ジェスチャーによる
入力がある場合（ステップＳ５４；ＹＥＳ）、制御部１０８は、ステップＳ５３に検出し
た操作者のジェスチャー情報により、ジェスチャーによる操作入力を受け付け、当該ジェ
スチャー情報に応じた機能を実行し（ステップＳ５５）、第５の非接触入力処理を終了す
る。例えば、フリーズに対応する予め設定されたジェスチャーが入力されると、フリーズ
が実行される。
【００９８】
　以上、本変形例によれば、第２入力部１１２は、操作者のジェスチャー情報の入力を受
け付ける。このため、コントロールパネル１０１に手が届かない状態でも、操作者がジェ
スチャーにより非接触入力を行うことができ、操作性を高めることができる。
【００９９】
　（第５の変形例）
　図９を参照して、上記実施の形態の第５の変形例を説明する。図９は、第６の非接触入
力処理を示すフローチャートである。
【０１００】
　本変形例では、上記実施の形態と同様に、装置構成として超音波診断装置Ｕを用いるも
のとする。ただし、制御部１０８のＲＯＭには、第１の非接触入力プログラムに代えて、
第６の非接触入力プログラムが記憶され、第１入力部１１１及び第２入力部１１２の構成
が異なるものとする。
【０１０１】
　本変形例において、第１入力部、第３入力部としての第１入力部１１１は、第２の変形
例と同様に、操作者の視線方向を検出する非接触式の視線検出部であるものとする。本変
形例において、第２入力部１１２は、第３の変形例と同様に、操作者の音声を検出する非
接触式の音声検出部であるものとする。
【０１０２】
　つぎに、図９を参照して、本変形例における超音波診断装置Ｕの動作を説明する。
【０１０３】
　第６の非接触入力処理は、操作者の視線が所定の条件を満たすことに応じて、非接触入
力として、音声による入力を受け付け、その際の操作者の視線方向の所定条件検出に応じ
て、応答確認を行う処理である。超音波診断装置Ｕにおいて、例えば、電源入力されたこ
と又は前回の第６の非接触入力処理が終了したことをトリガーとして、制御部１０８は、
ＲＯＭに記憶された第６の非接触入力プログラムに従い、第６の非接触入力処理を実行す
る。
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【０１０４】
　図９に示すように、まず、制御部１０８は、ステップＳ６１～Ｓ６５を実行する。ステ
ップＳ６１～Ｓ６５は、図７のステップＳ４１～Ｓ４５と同様である。そして、制御部１
０８は、ステップＳ６６，Ｓ６７を実行する。ステップＳ６６，Ｓ６７は、図７のステッ
プＳ４１，Ｓ４７と同様であり、音声による入力において、操作者が表示部１０７の表示
画面の条件入力領域から視線を逸らしたか否かを検出及び判定している。なお、本変形例
では、視線とは異なる音声による入力を行うため、条件入力領域は、表示部１０７の表示
画面全体などとしてもよい。
【０１０５】
　条件入力領域への視線による入力がある場合（ステップＳ６７；ＹＥＳ）、制御部１０
８は、音声による入力が実行されたことを示す応答確認情報を表示部１０７に表示し（ス
テップＳ６８）、第６の非接触入力処理を終了する。条件入力領域への視線による入力が
ない場合（ステップＳ６７；ＮＯ）、制御部１０８は、音声による入力が実行されたこと
を示す応答確認音を音声出力部１１０から出力し（ステップＳ６８）、第６の非接触入力
処理を終了する。
【０１０６】
　以上、本変形例によれば、第１入力部１１１は、操作者の視線情報の入力を受け付ける
。制御部１０８は、第２入力部１１２により入力された音声情報に対応する機能の実行後
に、第１入力部１１１により入力された視線情報の視線方向が、表示部１０７の表示画面
内にある所定の条件を満たすか否かを判定し、当該所定の条件を満たすと判定された場合
に、第２入力部１１２の入力に応じた機能を実行した旨の表示情報を表示部１０７に表示
する。このため、操作者は、表示画面を見ている場合に、第２入力部１１２の入力に応じ
た機能を実行した旨を視覚により確実に認識できる。
【０１０７】
　また、制御部１０８は、第１入力部１１１により入力された視線情報の視線方向が表示
部１０７の表示画面内にある所定の条件を満たさないと判定された場合に、第２入力部１
１２の入力に応じた機能を実行した旨の音声を音声出力部１１０から出力する。このため
、操作者は、表示画面から目をそらしている場合に、第２入力部１１２の入力に応じた機
能を実行した旨を聴覚により確実に認識できる。
【０１０８】
　なお、上記実施の形態及び変形例における記述は、本発明に係る好適な医用画像表示装
置及び非接触入力方法の一例であり、これに限定されるものではない。例えば、上記実施
の形態、変形例、下記の構成の少なくとも２つを適宜組み合わせることとしてもよい。
【０１０９】
　また、上記実施の形態及び変形例において、第１入力部１１１、第２入力部１１２、第
３入力部のそれぞれ及び組合せは、記載した以外の入力情報や組合せとする構成としても
よい。例えば、第１入力部１１１が、第３の変形例と同様に、操作者の音声情報の検出を
行う構成としてもよい。この構成では、例えば、図８の第５の非接触入力処理のステップ
Ｓ５１において、第１入力部１１１から操作者の音声情報の情報が検出され、ステップＳ
５２において、制御部１０８は、ステップＳ５１で検出された音声情報から、操作者の音
声がない条件を満たすか否かを判定する。制御部１０８は、音声がない場合に第２入力部
１１２から操作者のジェスチャー入力を受け付け、ジェスチャー情報に対応する機能を実
行する。
【０１１０】
　また、上記実施の形態及び変形例において、医用画像表示装置が、超音波診断装置Ｕで
ることとして説明したが、これに限定されるものではない。例えば、医用画像表示装置と
して、超音波診断装置Ｕで生成された超音波画像データを受信して表示するＰＣ（Person
al Computer）などの情報処理装置、医用画像として放射線画像データを表示する情報処
理装置など、他の医用画像表示装置を用いる構成としてもよい。
【０１１１】
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　また、以上の実施の形態及び変形例における超音波診断装置Ｕを構成する各部の細部構
成及び細部動作に関して本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【符号の説明】
【０１１２】
Ｕ　超音波診断装置
１　超音波診断装置本体
１０１　コントロールパネル
１０２　送信部
１０３　受信部
１０４　画像生成部
１０５　画像処理部
１０５ａ　画像メモリー部
１０６　ＤＳＣ
１０７　表示部
１０８　制御部
１０９　記憶部
１１０　音声出力部
１１１　第１入力部
１１２　第２入力部
２　超音波探触子
３　ケーブル

【図１】 【図２】
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【図７】
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